
   冊子：A4_見開き 2P 

（紙のサイズ 297×420mm  仕上がりサイズ 210×297mm) 

 

●水色の枠線……切れてはいけない要素（文字やロゴ等）をいれる範囲 

●ピンクの枠線…仕上がりのサイズ 

●みどりの枠線…フチなし印刷にする場合、背景を伸ばす範囲 

 

★★★ ＰＤＦに変換して入稿される場合 ★★★ 

「ヘッダーフッター」画面（カーソルが矢印になる上下の余白の範囲でダブルクリック）より 

色つきのガイド線を消してから変換してください 

冊子のデータ製作について 

・ページ数は表紙も含めた数になります 

・データは 1Pごとでも 見開きでも ご入稿頂けます 

※見開きの場合はページ順どおりにご作成ください 

・白紙のページがある場合は コメント欄にご指示ください 

 
千歳発着１３日間  ㈱世界紀行 

■高山病対策として、連泊を中心に、ゆっくりと高度を上げてまいりますので、お身体にやさしい日程となっております。 
■空中都市マチュピチュをじっくり見学するため、マチュピチュ村（旧アグアス・カリエンテス）に宿泊いたします。 
■クスコからプーノまでは雄大なアンデスの山々をたっぷりと眺められる陸路にて移動します。 

■プーノにも連泊することにより、ティティカカ湖にてトトラの浮き島群・ウロス島のみならず、美しい手織物の島で先住民が暮らすタキーレ島も観光します。 

■募集人員/９名様限定 
■最少催行人員/６名様  
■お食事/朝食 10回・昼食 10回・夕食 10回 

■羽田・千歳空港利用料/ 
￥4,４３0（別途必要） 

■国際観光旅客税［出国税］/ 

￥1,000（別途必要）  
■旅券残存期間６ヶ月以上/見開き２ページ要 
■米国事前電子渡航認証システム（ESTA）取

得手数料/￥8,000（弊社取得の場合、別途
必要）※すでに取得済みの方（２年以内）は
必要ありません。 

★２０１１年３月以降にイラン・イラク・スーダ
ン・シリア・ソマリア・リビア・イエメンのいず
れかの国に渡航歴のある方は、米国非移民

ビザが必要になります。詳しくは弊社までお
問合せください（アメリカ経由でない場合は
不要となります）。 

■旅行代金には、海外の空港税、出国税、航空
保安税が含まれております。  

■弊社では燃油サーチャージを別途徴収いた

しません。  
■千歳空港より、全行程、社員添乗員同行  
■スーツケース往復無料託送サービス 

［ご自宅～空港～ご自宅］ 

 都市名 スケジュールと見どころ/お食事と宿泊地 
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千 歳  

羽 田 

 

 

リ マ 

スーツケース無料託送サービス ご自宅～空港 

■午前、千歳空港より、国内線にて、羽田空港へ。 

■着後、羽田空港より、航空機にて、北米主要都市で乗継ぎ、ペルーの首

都・リマへ［１7：00発/23：25着予定］。  

――――――――――――日付変更線通過―――――――――――― 

≪リマに3連泊です。【リマ標高20m】≫     

×･×・✈/✈･×・✈ [機中泊][リマ泊] 
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リ マ ■午前中は、ホテルでゆっくりとお寛ぎいただきます。 

■午後、リマ市内観光（世界遺産 リマ歴史地区、南米最大のカテドラル、イ

ンカの発掘物が収蔵されている黄金博物館、豊富なコレクションを有す

るラファエル・ラルコ・エレーラ博物館博物館など）。     

○・○・〇[リマ泊] 
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（ピスコ） 

ナスカの地上絵 

■朝、専用バスにて、ピスコへ。着後、セスナ機にて、パンパに刻まれた巨

大な謎の絵・世界遺産 ナスカの地上絵をご覧いただきます。広大な平

原にハチドリ、猿、コンドル、宇宙人など謎の絵が２００点以上も描かれ

ています。 

■午後、専用バスにて、リマへ戻ります。          〇・〇・〇[リマ泊] 
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リ マ 

クスコ/ピサク 

オリャンタイタンボ 

 

マチュピチュ村 

■朝食後、航空機にてクスコへ。 

■着後、ピサクのインディヘナの日曜市へご案内します。 

■午後、オリャンタイタンボ駅より、高原列車にて、マチュピチュ観光の拠点

となるマチュピチュ村へ。 

≪マチュピチュ村に連泊です。【マチュピチュ村：標高１,800m】≫ 

                             〇・〇・〇[マチュピチュ村泊] 
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マチュピチュ遺跡 

 

マチュピチュ村 

■午前、世界遺産 空中都市遺跡マチュピチュをゆっくりとご案内いたしま

す。マチュピチュ村からマチュピチュ遺跡へは、混載バスを利用します。 

■午後、混載バスにて、マチュピチュ村へ戻ります。村内に軒を連ねる土産

店の散策もお楽しみください。         

〇・〇・〇[マチュピチュ泊] 
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マチュピチュ村 

オリャンタイタンボ 

 

 

ユカイ 

■高原列車にて、オリャンタイタンボ駅へ戻ります。聖なる谷の中心にある

ウルバンバ渓谷に残るインカ時代の要塞遺跡オリャンタイタンボへご案

内します。 

■夕刻、高地に順応するために、クスコより６００ｍ標高の低いユカイへ。

【ユカイ：標高2,800m】                 〇・〇・〇[ユカイ泊] 
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ユカイ 

 

 

クスコ 

■午前、ウルバンバに造られた円形の棚田モライや、プレ・インカ時代から

存在するマラスの塩田をご覧いただきます。 

■その後、リャマやアルパカが保護されているチンチェーロに立ち寄った

のち、インカ帝国の都クスコへ。 

≪クスコに連泊です。【クスコ：標高３,360m】≫   〇・〇・〇[クスコ泊]     
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クスコ滞在 

 

 

 

 

 

民俗音楽 

■午前、世界遺産 クスコ歴史地区の観光（中央市場、南米で最も大きな鐘

楼を持つカテドラル、１２角の石、インカの石組みが残るロレト通りの散

策など）。 

■午後、クスコ郊外観光（インカ帝国で最も重要な『太陽の神殿』サント・ド

ミンゴ教会、高度な技術で造られたサクサイワマン遺跡、インカの祭礼

場・ケンコー遺跡）。 

■夕食は、インディヘナの民俗音楽フォルクローレを聴きながらお楽しみく

ださい。                            〇・〇・〇[クスコ泊] 
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クスコ 

アンデス山脈 

 

 

プーノ 

■専用バスにて、ティティカカ湖観光の拠点・プーノへ。道中、アンデスの

雄大な高原地帯の景色もお楽しみいただきます。 

■途中、プレ・インカ時代の神殿が残るラクチー遺跡や5,000m級の山並

みが連なるラ・ラヤ峠（4,335m）などへご案内します。 

≪プーノにも連泊です。【プーノ：標高３,855m】≫   

〇・〇・○[プーノ泊] 
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ティティカカ湖 

（ウロス島） 

 

（タキーレ島） 

■終日、専用ボートにて、ティティカカ湖の観光。 

■午前、フトイの浮き島でインディヘナのウロス族が暮らすウロス島へ。ウ

ロス島では、フトイで作られたトトラボートにも乗船していただきます。 

■午後、約１,６００人が暮らすタキーレ島へご案内します。タキーレ島はほ

ぼ昔のままの生活を今に伝える純粋な先住民族の島です。彼らがつくる

厳密で全てが手織りの柄・色合いが美しい織物も見事です。 

                                  ○・○・○ [プーノ泊] 
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プーノ 

フリアカ 

 

リ マ 

■午前、専用バスにて、フリアカへ。 

■途中、宗教の中心地として栄えたシエスタニ遺跡やインディヘナの民家

も訪問します。フリアカより航空機にてリマへ。 

■深夜、航空機にて、北米主要都市へ[01:００発予定]。 

〇・○・○[機中泊] 
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北米主要都市 

■午前、北米主要都市着後、航空機を乗継ぎ、帰国の途へ。 

 ――――――――――――日付変更線通過―――――――――――― 

                  ✈・✈・×[機中泊] 
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羽 田 

 

千 歳 

■午後、羽田空港到着［17:3０着予定］。入国審査・税関検査後、国内線に

て、千歳へ。 

■夜、千歳空港到着後、解散。      

スーツケース無料託送サービス 空港～ご自宅             ×・✈・× 

 

 
   株式会社 世界紀行 :011-272-6006            -24-                                                  -25-                 株式会社 世界紀行 :011-272-6006 
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マチュピチュ村にも連泊する 

ペルー・アンデス紀行  
インカの遺跡とインディヘナの暮らしを訪ねて 

ご旅行期間とご旅行代金  [ご旅行代金には燃油サーチャージが含まれております。] 

２０２３年１０月１９日(木)発～１０月３１日(火)着…¥799,000 お一人部屋利用追加料金 ¥83,000 
ご旅行条件 

■リマ/リビエラ、ホセ・アントニオ、ラス・ア
メリカス、ラ・カスティヤーナ、エル・エヘ
クティーボ、マリア・アンゴラブリタニア・
ミラフローレス 

■マチュピチュ/マチュピチュ・プエブロ、
ハツチャイ・タワー、マチュピチュ・イン、
エル・マピ  

■ユカイ/ヴァレ・サグラドソネスタ、ポサ
ダ・デル・インカ・ユカイ 

■クスコ/リベルタ・ドール、サン・アウグス
ティン、サヴォイ・モナステリオ、ホテル・
プーマ、ホセ・アントニオアウグストズ・ク
スコ 

■プーノ/リベルタ・ドール、ホセ・アントニ
オ・プーノ 

※上記ホテル又は同等クラスとなります。 

ナスカの地上絵 

モライ遺跡 

マチュピチュ遺跡 

 

ご利用予定ホテル クスコ旧市街 マラスの塩田 

※右記の時間は､すべて現地時間で表示され
ております。 

※表記の「〇」はお食事の有を示します。「✈」
は機内食、「×」の食事は含まれておりませ
ん。 

※現地の都合によりスケジュールが変更され
る場合がございます。その場合でも極力日
程に従って旅行サービスがお受けになられ
るよう万全の手配努力を致します。 

※利用航空会社：LATAM、ユナイテッド航空、
日本航空 

※利用航空会社によって、成田空港経由に変
更となる場合がございます。 

ティティカカ湖とウロス島 
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 ティティカカ湖観光の拠点となる標高３,８５５ｍのプーノから、ボートで約２０分の所にフトイ（カヤツリ

グサ科）を重ね合わせただけの不思議な浮き島群・ウロス島があります。ティティカカ湖に自生するトトラ
と呼ばれるフトイを束ね、約２ｍ積み上げた人工の島々にはおよそ２５０人のインディヘナの人々が生活
をしています。１,０００年以上も前からこの島で暮らすインディヘナの人々はボリビア側から渡ってきたと

いわれ、独自の文化を保ちながら生活をしています。ただ、現在では、フジモリ大統領の時代に建設され
た学校やトイレ、そして一部では電気も設置され、元々はトトラで作られたボートでの漁業が中心だった
彼らの生活にも、近代化の波が押し寄せています。島を離れ対岸のプーノへの移住者も増え、また多く

の観光客が訪れていることから、少しでも早く純粋なインディヘナの人々が暮らすウロス島へ訪れること
をおすすめします。織物の島・タキーレ島も訪問します。 

マチュピチュ村に連泊 

 空中都市マチュピチュ遺跡の麓に位置する
マチュピチュ村（旧アグアス・カリエンテス）は、
クスコやオリャンタイタンボからマチュピチュ遺

跡観光のための高山列車が到着する村です。
マチュピチュ遺跡が発見されてからできた新し
い村ですが、現在では多くのレストランやホテ

ル、インディヘナのお土産店などで賑わってい
ます。マチュピチュ観光はクスコからの日帰り
観光が一般的です 

が、高度順応、 
そしてゆっくりと 
マチュピチュを見 

ていただけるよう 
マチュピチュ村に 
宿泊します。 

観光後もお土産店 
を巡りながら村の 
散策もお楽しみい 

ただけます。 
写真右：マチュピチュ 

ケンコー遺跡 


